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Abstract
An adult female of Argulus coregoni Thorell, 1864 

was collected from the body surface of a white-spotted 
char, Salvelinus leucomaenis (Pallas, 1814), in the up-
per reaches of the Maze River, a tributary of the Hida 
River draining into the Nagara River, Gifu Prefecture, 
central Japan. This represents the first record of A. 
coregoni from a wild salmonid population in the pre-
fecture, and the species is briefly described based on 
the female collected.

はじめに
チョウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864は

淡水魚の体表に寄生するチョウ属エラオ類である

（Yamaguti, 1963；時岡，1965）．東アジアでは，

日本，極東ロシア，中国，マレーシアから報告さ

れている（Nagasawa, 2021を参照）．チョウモド

キの主要な宿主は，わが国ではサケ目のサケ科魚

類やアユ科のアユ Plecoglossus altivelis altivelis 

(Temminck and Schlegel, 1846) で あ る（ 長 澤，

2009；Nagasawa, 2011； 長 澤・ 森 川，2019a；

Nagasawa and Yuasa, 2020）．ただ，その宿主特異

性は厳密ではなく，アブラボテ Tanakia limbata 

(Temminck and Schlegel,1846)を含むコイ目コイ科

のタナゴ亜科魚類（Tokioka, 1936；長澤・谷口，

2021），スズキ目ドンコ科のイシドンコ Odonto-

butis hikimius Iwata and Sakai, 2002（Nagasawa et 

al., 2014），ナマズ目アカザ科のアカザ Liobagrus 

reinii Hilgendorf, 1878（Nagasawa and Ishikawa, 

2015）にも寄生したことがある．

本論文の第一筆者（長澤）は，チョウモドキ

の地理的分布と宿主利用を解明するため，2000

年代から日本各地で調査を行ってきた．特に，共

同研究者の支援が得られた本州中央部の長野県

（長澤・河合，2015），愛知県（Nagasawa et al., 

2018），三重県（Nagasawa et al., 2018；長澤・森川，

2019a），滋賀県（長澤，2009；Nagasawa et al., 

2018；長澤・河合，2019），石川県（長澤・石山，

2019）で研究を進め，岐阜県においても重要な知

見を得てきた．この県での主要な成果を挙げれば，

チョウモドキは河川中流域でアユを宿主として利

用すること（Nagasawa et al., 2018；長澤・森川，

2019b ；長澤ほか，2020a），また野生アユのみな

らず飼育サケ科魚類にも寄生して体表に暗色斑紋

を形成すること（長澤ほか，2020b）を明らかに

した．しかし，未解明な課題もあり，チョウモド

キは岐阜県の河川上流域のサケ科魚類にも寄生す

ると推測されるものの，まだ採集記録がなく具体

的な証拠を欠いていた． 

こうした状況のなか，最近，本論文の第二・

三筆者（永濱・川窪）は岐阜県馬瀬川の上流域で

釣 獲 し た イ ワ ナ Salvelinus leucomaenis (Pallas, 

1814)の体表に寄生していた甲殻類を採集し，こ

の甲殻類は第一筆者によってチョウモドキに同定

岐阜県馬瀬川産イワナに寄生していたチョウモドキ
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された．本論文では，このチョウモドキについて

報告する．

材料と方法
2021年 9月 12日，岐阜県高山市清見町大原地

区を流れる馬瀬川の上流域（35°56′32.8″N，

137°05′23.7″E，標高 788 m）でイワナ 1尾をルアー

で釣獲した（Fig. 1）．馬瀬川は，木曽川水系に属

する飛騨川の一支流である．釣獲後すぐに冷水を

入れたビニール袋にイワナを収容し，クーラー

ボックスに入れて，山県市にある第三筆者の自宅

に運んだ．同日にこのイワナを解体処理した際，

体表に寄生する 1個体の甲殻類を見つけた（Fig. 

2A）．そこで，この甲殻類を指で慎重に宿主から

剥がして水道水を入れた食器内での活動を観察

後，80%エタノール液で固定した．後日，静岡

市にある水族寄生虫研究室において，実体顕微鏡

（Olympus SZX10）を用いて，この甲殻類標本を

観察して同定した．その際，実体顕微鏡に装着し

た撮影装置を用いて，その背面と腹面を写真撮影

するとともに，全長（背甲前端から腹部後端まで

の長さ），背甲長（背甲前端から側葉後端までの

長さ），体幅（背甲最大幅）を測定した．現在，

この標本は第一筆者のもとにあり，現在進行中の

日本産チョウ属エラオ類の分類学的研究が終了後

に，茨城県つくば市にある国立科学博物館筑波研

究施設の甲殻類コレクションに収蔵する予定であ

る．

Fig. 1. Collection site of a white-spotted char, Salvelinus leucomaenis, infected with Argulus coregoni, in the upper reaches of the Maze River, 
a tributary of the Hida River in the Kiso River system, Gifu Prefecture, central Japan. The site is a typical mountain stream, in which both 
white-spotted char and amago salmon, Oncorhynchus masou ishikawae, are found. The fisherman is Ai Nagahama, the second author of the 
paper. The photo was taken on 12 September 2021 by Nobumitsu Kawakubo, the third author of the paper.
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結果の項で用いるチョウモドキの形態用語は

長澤・谷口（2021）に従う．宿主名に関して，岐

阜県に生息するイワナ属魚類は，従来の知見に基

づけば，ヤマトイワナ Salvelinus leucomaenis japo-

nicus Oshima, 1961とニッコウイワナ Salvelinus 

leucomaenis pluvius (Hilgendorf, 1876) の 2 亜種に

該当する（Kawanabe, 1989；細谷，2013，2015）．

しかし，近年の日本産イワナ属魚類の分子生物学

的研究（Yamamoto et al., 2004）によって，そうし

た亜種区分と遺伝的集団構造は必ずしも一致しな

いことが明らかになっている．岐阜県に隣接する

石川県ではニッコウイワナが分布するとされてい

たが（Kawanabe, 1989），上記の研究結果に基づき，

同県産イワナ属魚類の研究（坂井ほか，2019，

2020）では亜種名を記していない．そこで，本論

文でも馬瀬川で釣獲したイワナ属魚類に対して，

亜種を区別することなく，単に「イワナ Salve-

linus leucomaenis」とする（向井，2017も参照）．

イワナの英名はDunham et al.（2008)に従う．また，

他の魚類の和名と学名は本村（2020）に従う．

結　果
馬瀬川上流域で釣獲したイワナ 1尾（全長 198 

mm）の体表から採集された甲殻類は，下記の形

態的特徴に基づいて，チョウモドキに同定された．

イワナを解体処理する際，チョウモドキはまだ生

きており，食器に入れた水道水のなかで活発に遊

泳した．生時のチョウモドキの体色は薄黄土色で，

肉眼で背甲前域に 1対の複眼，胸部を含む背面中

央部に黒点，腹部基部に 1対の受精嚢を観察でき

た．

採集されたチョウモドキは成体雌で，全長 8.4 

mm，背甲長 5.6 mm，体幅 5.1 mm（Fig. 2B, C）．

80%エタノール液中で体は白色．その形態を記

すと，体は背腹に扁平．背甲はほぼ円形で（全長

の 67%），後半部は前方に深く湾入して 1対の側

葉となり，両側縁は第 1・2胸肢底節・基節およ

び第 3胸肢底節を覆う．背甲前縁は緩やかな円弧

をなし，前側部湾入は浅い．1対の複眼が背甲前

方の正中線左右に位置し，さらに，その後方正中

線上に 1個のノープリウス眼がある．背甲側葉の

後端は丸い．背甲の各側葉腹面に前後 1対の呼吸

区域があり，黒色素で縁取られる．前域は卵形で

小さく，後域は腎臓形で大きい．

胸部は 4節からなり，各節両縁に左右 1対の

胸肢を具え，各胸肢は底節，基節，外肢，内肢よ

りなる．第 4胸肢の底節後縁は後方に膨出した遊

泳葉となる［長澤・谷口（2021：30）は遊泳葉の

英名を nanatory lobe と誤記した．正しくは

natatory lobeである］．胸部背面には，上記のよう

Fig. 2. Adult female of Argulus coregoni, 8.4 mm long, from the body surface of a white-spotted char, Salvelinus leucomaenis (198 mm total 
length), in the upper reaches of the Maze River. A, fresh specimen on the host’s abdomen; B and C, dorsal and ventral views of ethanol-
preserved specimen, respectively. Scale bars: A, 10 mm; B, C, 2 mm.
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に新鮮標本では黒点が見られたが，エタノール液

で固定された標本ではほとんど消失していた．胸

部腹面にある卵巣に卵は見られなかった．腹部は

楕円形，後半部は中央で前方に深く切れ込み，左

右の腹葉に分かれる．各腹葉は長卵形で，後端が

やや尖る． 

第 1触角と第 2触角はそれぞれ左右 1対，背

甲前縁直後の腹面にある．両触角直後の正中線上

には前口鞘があり，その後方に口管がある．第 1

小顎は左右 1対の吸盤を形成し，前側部湾入の斜

め後方に位置する．第 2小顎は第 1小顎の後方に

あり，左右 1対で 5節．第 1節が強大で，3個の

棘状突起を後縁に具える．付属棘と小顎後部棘は

ともに左右 1対で，前者は第 2小顎第 1節から斜

め後方の正中線両側にあり，後者は第 1胸節前縁

に位置する．

考　察
馬瀬川産イワナから採集された寄生性甲殻類

は，上記の形態的特徴を示し，チョウモドキの成

体雌の特徴（Yamaguti, 1937；Hoshina, 1950；長澤・

谷口，2021）と一致したため，チョウモドキに同

定した．これは，岐阜県の野生サケ科魚類にチョ

ウモドキの寄生を認めた最初の記録となる． 

馬瀬川では，イワナ釣獲地点から約 14 km下

流に位置する下呂市間瀬中切地先の中流域に生息

するアユにもチョウモドキが寄生することが知ら

れている（Nagasawa et al., 2018）．この事実と今

回の同定結果は，馬瀬川の上流域と中流域にチョ

ウモドキが分布し，各水域でイワナとアユを宿主

とすることを示している．ただし，この川の上流

域にはイワナに加えてアマゴ Oncorhynchus masou 

ishikawae Jordan and McGregor, 1925も生息するの

で（岸・德原，2012），今後，アマゴにおけるチョ

ウモドキの寄生の有無を調べ，宿主利用に関する

更なる知見を得ることが必要である．

今回，筆者らが 2021年 9月 12日に馬瀬川産

イワナから採集したチョウモドキは，卵巣に卵が

見られなかったものの，全長が 8.4 mmに達した

成体雌であった．東京都で研究されたチョウモド

キの生活環に関する知見（Shimura, 1983）に基づ

くと，今回得られたチョウモドキは 2020年晩秋

に産出された卵が河川内で越冬後，2021年春に

孵化し成長した個体であると推測できる．

河川上流域のイワナ属魚類にチョウモドキが

寄生した例は，これまでに秋田県（長澤ほか，

2020c），長野県（長澤・河合，2015），島根県

（Nagasawa and Kawai, 2008）から知られている．

また，河川上流域のアマゴへのチョウモドキの寄

生例はイワナより多く知られ，滋賀県（長澤，

2009；長澤・河合，2019），奈良県（田村・丸山，

2009），和歌山県（竹上，1984），島根県（長澤・

河合，2016），広島県（長澤ほか，2009）から報

告されている．さらに，アマゴに近縁なヤマメ

Oncorhynchus masou masou (Brevoort, 1856)も河川

上流域でチョウモドキの寄生を受け，秋田県（長

澤ほか，2020c），山梨県（長澤，2017），福井県（加

藤，1964），島根県（長澤・河合，2016），熊本県

（Nagasawa et al., 2019）から記録されている．こ

れらの知見は，わが国の河川上流域に生息するサ

ケ科魚類は，多くの地域でチョウモドキの寄生を

受けていることを示すものである．岐阜県には木

曽川水系に属する馬瀬川や他の多くの支流に加え

て，長良川水系，九頭竜川水系，庄川水系，神通

川水系に属する多くの支流が山岳地帯を流れ，イ

ワナとアマゴ，ヤマメが生息している（岸・德原，

2012；岸ほか，2016）．今後，岐阜県内で渓流性

サケ科魚類に寄生するチョウモドキの調査を進め

ることにより，この寄生虫の分布状況とともに分

布を規定する要因の解明が進むことが望まれる．
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